
にこにこ いっしょに
にこにここども園の自己評価を生かした取り組み

【令和６年度から令和７年度】

にこにここども園 菅原由比
三輪車サーキット(５歳児)



資料１

にこにここども園の自己評価

※にこにここども園では、園評価を
「自己評価」と称して実施している。

・Ⅰ、Ⅱについては法人５園で共通。
・Ⅲ～Ⅷはそれぞれの園の実態に合わせた設問になっている。
・にこにここども園では令和５年度、令和６年度は設問を変えず実施
した。



～令和６年度の変容～

【１】指導計画へのアドバイスの変容
～SOAPの視点を取り入れた園内研修の取り組みの中で～

【２】ヒヤリハット事例の出し方
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A児
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K児
K児
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A,L児
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H,A児

C児

M児

F児

C,F児

F児

J児

M児

資料２① 指導計画へのアドバイス記入(令和６年４月～１１月)

コメントを記入することで職員のモチベーションアップにつながる。
課題：記入スペースが少なく指導的なことを書くには至れなかった。



資料２② 指導計画へのアドバイス記入(令和６年１２月～現在)

週案(表)自分の記録や管理職のアドバイス
を週案作成にいかしていく。

週案(裏)保育者の記録は、SOAPの視点を取り入
れた記録をしている。書きやすさ優先で、書き方
を決めていない。

管理職の記入欄を設けた(１２月から)

具体的に良いところやアドバイスを記入
できるようになった。



資料３ 自己評価からの取り組み～ヒヤリハット事例の出し方の改善

★付箋に危険が予想されたことを書き出し、園の平面図に貼って掲示する。
★職員会議時に１か月分ずつまとめて報告し、職員周知する。

「こんな軽微なことがヒヤリハットになるのだ」と職員の気付きが増え、保育の中での危険予想につな
がってきた。



～令和７年度の重点的な取り組み～

◎全体的な計画と園目標、保育の重点について

◎小学校との連携について



資料４ にこにここども園の全体的な計画

• 令和７年度は園目標
と保育の重点、研究
主題などのつながり
を職員で意識したい。
保育の重点を職員全
体で決めた。

• 園のキャッチフレー
ズをつくり、園目標
や保育の重点を職員
や保護者、地域にも
意識しやすくしてい
る。



園だより
園要覧

資料５ キャッチフレーズを用いて、園目標も意識しやすくした。

園だよりは保護者、小学校、地域も配付されるので、キャッチ
フレーズも入れながら、園を知ってもらう内容で作成している。



～にこにここども園 自己評価からの取り組み 成果と課題～

成果

・園全体での取り組みについての成果と課題が明確になった。

・重点目標について全職員の共通理解が深まった。

・指導計画にコメントを残すことで保育の質の向上が少しずつ図られてきた。

課題

・職員一人一人の考えを引き出し、意見を集約し、

どのように改善に結び付けるかが課題。

⇒ ・中間評価を行う(９月)。

⇒ ・課題についてチームとして検討していく

体制づくりをする。

スタンプ遊び(１歳児)
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